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 はじめに  

     

 京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムは、1992 年 1 月より運用

を開始した京都大学の研究設備であり、複数のスーパーコンピュータが高速ネ

ットワークで結ばれたネットワークスーパーコンピューティングシステムを提

供しています。2024 年 1 月に導入されたシステムは、ゲノムネット計算サーバ 

システム A として HPE Superdome Flex(総 CPU コア数 1,152)、ゲノムネット計

算サーバ システム B および化学計算サーバとして HPE Apollo 2000および HPE 

DL380G11(総 CPU コア数 6,400、搭載 GPU 数 18)、ゲノムネット公開サーバとゲ

ノムネット開発サーバとして HPE ProLiant DL560(総 CPU コア数 640)を採用し

ました。化学研究所スーパーコンピュータシステムは、分子シミュレーション

をはじめとする計算化学関連の応用ソフトウェア、ゲノム解析やバイオインフ

ォマティクス研究で必要となる分子生物学関連のデータベースとソフトウェア

が整備されており、こうした分野の研究をサポートすることを目的に、学内外

の研究者に広く開放されています。また、分子生物学関連のデータベースとソ

フトウェアはゲノムネットデータベースサービス（https://www.genome.jp/）

として、広く国内外の研究者に提供しています。 

 この報告書は、令和 5 年度の 292 名の登録利用者の中から、電子メールだけ

の利用者、特に報告する内容のなかった利用者、特許出願などの理由で研究成

果を非公開としたい利用者を除き、99 件の研究成果報告をまとめたものです。

システム稼働状況、化学研究所 WWW サービスの利用状況、ゲノムネットデータ

ベースサービス利用状況についても報告しています。 

 また、当システムは化学研究所共同利用・共同研究拠点の共通設備として利

用され、令和 5年度は 10件の採択課題（バイオ情報学分野）推進に利用されま

した。 

 今後とも、スーパーコンピュータシステムをより良いものにしていくために、

皆さまのご意見やご要望を以下のメールアドレスまでお寄せくださいますよう

お願い申し上げます。 

送付先メールアドレス：spradm@scl.kyoto-u.ac.jp 

 

2024年 3月 

                          

         京都大学化学研究所 バイオインフォマティクスセンター 

 https://www.bic.kyoto-u.ac.jp/ 

 スーパーコンピュータシステム 

https://www.scl.kyoto-u.ac.jp/ 
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